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Details
 

オーダーメイドのクラフト紙袋は、茶色の紙の風合いにパーソナライズされたブランド表示とツイストハンドルを組み合わせたものです。確実な購買判断のため、梱包済み製品、袋の寸法、
アートワーク、持ち運び条件を併せて指定してください。最終的な紙の坪量、耐荷重、印刷オプション、最小発注数量、納入スケジュールには、製品別の見積もりとサンプル承認が必要です。

ブティック経営者、ギフト小売業者、小規模ブランドにとって、ショッピングバッグは顧客への商品引き渡しの一部です。本製品は、ツイストハンドル付きのオーダーメイド茶色クラフト紙
ショッピングバッグを対象とし、発送用メーラー、密封コーヒーパウチ、工業用袋ではありません。衣類、箱入り商品、イベントギフト、またはすでに包装された食品にご検討いただけます
が、適合性と用途の確認が必要です。

オンラインで適切に見える袋でも、店頭では問題を起こすことがあります。寸法がきついと箱の角が引っかかり、不適切なハンドル取付部は持ち運び中に破損し、淡いロゴは茶色の背景に埋
もれる可能性があります。袋の交換だけでは済まず、商品の破損、サービスの遅延、ブランド表現の不統一は、いずれも避けられる作業を生みます。

実際的な解決策は、見た目だけで袋を選ぶのではなく、パッケージ全体を承認することです。デザインデータを実際の紙に、構造を梱包された荷物の状態に、見積りを合意済みの受入チェッ
クリストに結び付けてください。選択した仕様について、製品ごとの試験結果、認証書類、商取引条件を確認してください。以下の図は製品の外観を示すものであり、納品された製品の性能
を証明するものではありません。



製品・購買ガイド

何を正確に指定していますか？
袋のサイズと印刷の可読性をどう適合させますか？
承認が必要な表面およびハンドルの詳細は何ですか？
承認のためのアートワークをどう準備しますか？
生産・品質承認では何を対象にすべきですか？
注文に適した購買ルートはどれですか？
納品品質とリピート注文をどう保護しますか？
注文前に最も重要なことは何ですか？
要件を比較可能な見積もりにまとめる

何を正確に指定していますか？ ↑
カスタムクラフト紙袋は、購入者のブランディングと梱包要件に合わせて作られた紙製の手提げ袋です。これは、ねじり持ち手付きの茶色いクラフト紙製ショッピングバッグです。「カスタ
ム」という表現では、特定の印刷方式、仕上げ、紙の種類、注文数量は定まりません。これらの詳細は、ご注文について合意された仕様書に記載されるべきものです。

仕様項目 製品アイデンティティまたは購買要件
製品 ツイストハンドル付きオーダーメイド茶色クラフト紙ショッピングバッグ
カテゴリー オーダーメイド紙袋 → オーダーメイドクラフト紙袋
外観と持ち手の形状 茶色クラフト紙、ツイストハンドル
寸法 幅 × 奥行き／マチ × 本体高さをmmで指定し、測定基準を確認
紙の仕様 グレード、繊維組成、坪量（g/m²）は見積もり待ち
印刷と仕上げ アートワーク、印刷面、色、表面処理は実現可能性確認待ち
容量と持ち運び荷重 実寸、積載方法、サンプル検証により決定
取引条件 最小発注数量、単価、サンプル時期、生産期間、運賃は見積もり待ち

この表は、確立済みの製品アイデンティティと、まだ承認を要する決定事項を分けています。他社が示す仕様や、別のマーケットプレイス袋に付された荷重表示は、この構成の根拠にはなり
ません。



想定用途も同様に明確にしてください。密閉されたベーカリー箱用の外袋は、包装されていないペストリーに直接触れる包装とは異なります。同様に、小売での商品引き渡し袋が、荷物の保
護用外装として自動的に適するわけではありません。この袋形式が用途に合うかを決める前に、湿気、鋭利な縁、取扱条件を特定してください。

袋のサイズと印刷の可読性をどう適合させますか？ ↑

製品単体ではなく、梱包済み製品を測る

箱、包装材、その他の保護包装を付けた状態で製品を測定してください。最大の設置面積と梱包後の総高さを記録し、複数品目を一緒に運ぶ必要があるかも明記します。容量、持ち運び重量、
収容できる品目数は、イメージ写真ではなく、実寸、積載方法、サンプル検証によって決める必要があります。

見積書、図面、発注書では、幅 × 奥行き／マチ × 本体高さという寸法順序を一貫して使用してください。ハンドルのクリアランスは別途記録します。また、見積もり寸法が外寸か使用
可能な内寸かを確認してください。折り目の継ぎ目や袋の開口部は、公称寸法が十分に見えても実用上の出し入れに影響します。

開封、積載、持ち運びの際に袋を評価する

適合サンプルでは、実務上の疑問に答えられるべきです。スタッフは無理なく包装品を入れられるか、角が折り目を圧迫しないか、顧客は内容物を押しつぶさずにハンドルを握れるかを確認
します。空袋ではなく、想定する積載方法で試験してください。混載品の場合は、重量または応力が最も集中しやすい組み合わせを特定します。

可読性にも同じ物理的な確認が必要です。小さな文字、細線、白抜き要素を含め、提案された実寸のロゴを確認してください。画面で拡大すると明瞭に見えるデザインでも、質感のある茶色
の紙では明瞭さが保たれないことがあります。サプライヤーが確認した印刷可能領域図を用い、重要情報を折り目、継ぎ目、ハンドル取付部から離してください。

承認が必要な表面およびハンドルの詳細は何ですか？ ↑
茶色クラフト紙は視覚的な出発点ですが、地色と表面テクスチャーが印刷結果に影響します。アートワークでその外観を残すのか、より強い色コントラストが必要かを指定してください。白
背景のデジタルモックアップを信頼できる色見本とせず、提案紙による実物印刷サンプルを確認してください。

用途上必要な場合に限り、ラミネートなしの仕様と提案された保護処理を比較してください。コーティングは特定の曝露に対応できる場合がありますが、「水性」や「紙ベース」という表現
だけで、完成袋のリサイクル可能性や食品接触適性は確立されません。いかなる処理についても、その提供可否、組成、性能は、この製品の見積もりと試験の対象です。

ねじり持ち手については、サプライヤーに持ち手の素材、取り付け方法、内部補強の有無を明示するよう依頼してください。重要な確認箇所は持ち手と袋本体の接続部分であり、該当する場
合は裏当てや補強パッチも含めて確認してください。



紙の重量は、坪量をg/m²で表すべきです。これは単位面積当たりの質量を測るものであり、厚さや保証耐荷重ではありません。必要なら厚さを別途指定し、組み立て済み袋を評価してく
ださい。紙、折り目、接着剤、底構造、ハンドルが、想定積載条件の下で一体として機能する必要があります。

再生材含有率、森林認証、廃棄に関する表示にも別個の根拠が必要です。これらが購買条件であれば、正確な繊維宣言と関連するチェーン・オブ・カストディ文書を求めてください。茶色と
いう色や一般的な企業証明書一覧から、再生材比率、認証状況、堆肥化可能性を推測してはいけません。

承認のためのアートワークをどう準備しますか？ ↑
最終アートワークと提案袋図面を同じレビューで確認することから始めてください。印刷面、意図する色、ロゴ位置、判読可能でなければならない情報を特定します。デザインをリリースす
る前に、選定した工程に必要なファイル形式、印刷可能領域、生産固有のアートワーク設定を確認してください。

内容を確認： スペル、連絡先情報、正しいブランドバージョンを確認します。
配置を確認： アートワークに対して、折り目、継ぎ目、マチ、ハンドル取付区域を確認します。
色を確認： 意図する色見本を提示し、提案された茶色の紙上での見え方を評価します。
細部を確認： 小さな文字、細い線、白抜き要素を実寸で確認します。
可変要素を確認： デザインにバーコードが含まれる場合、実物印刷サンプルで可読性を確認します。
改訂管理を確認： 生産および将来の再注文用に、承認済みアートワークの版を一つ特定します。

デジタル校正でレイアウトと内容を確認してください。実物サンプルでは、紙の手触り、印刷コントラスト、表面処理、組み立てを評価します。サンプルと予定生産で印刷方式が異なる場合
は、その差異を記録してください。レイアウトのみの承認が、最終色や仕上げの意図しない承認になってはなりません。

色が重要な案件では、基準サンプル、観察条件、受入方法を合意してください。数値による色差許容値は、他工場のマーケティングページから流用せず、実際の材料と工程について交渉すべ
きです。生産承認前にアートワークを確定し、その後の変更が費用と日程にどう影響するかを定めてください。



生産・品質承認では何を対象にすべきですか？ ↑

各生産工程を承認済み仕様に結び付ける

提案される注文工程は、材料選定、印刷承認、袋成形、底部・ハンドル組立、検査、梱包です。実際の順序は選定した製造ルートにより異なります。これは承認の枠組みであり、検証済みの
生産ラインや、設備、生産量、納期に関する約束ではありません。

見積もり段階で、どのサンプルが想定する生産構成を表すかを確定してください。リリース前に、承認済みの紙、アートワーク、寸法、取付部をまとめて確認します。リピート案件では、外
観または機能に影響する材料・工程変更について通知を求めてください。注文名が同じでも、仕様が同じとは限りません。



発注前に受入基準を合意する

外観検査と機能検査を分けてください。ロゴがきれいであってもハンドルの確実性は示されず、持ち上げ試験の成功も色の一貫性を示しません。検査結果が購入予定の袋を対象とするよう、
サンプルの識別、積載方法、試験条件を記録してください。

検査領域 提案チェック 受入記録
寸法と紙 袋を測定し、合意済み材料仕様を確認 測定値、単位、合意済み許容差
開口部と組立 袋同士の貼り付き、不完全な継ぎ目、ハンドル欠落を確認 不良数と写真
持ち運び性能 想定梱包荷重でハンドル取付部と底部の完全性を試験 積載方法、持ち運び条件、確認された不具合
印刷と表面 承認済みサンプルと比較し、擦れと折り曲げの影響を検査 基準版と合意済み視覚基準
湿気または油脂への曝露 提案構成について主張された曝露条件に対してのみ試験 定義済み条件と製品固有の結果
梱包状態 しわ、圧痕、汚染、カートン状態を検査 カートン識別情報と受領証拠

これらは提案された受入チェックであり、完了済み試験ではありません。サンプリング計画と不良分類を書面で合意してください。この製品について、AQL値、荷重定格、不良率保証は確
立されていません。

試験所による証拠が必要な場合は、材料と方法を明記した報告書を依頼してください。試験機関と検討すべき方法として、坪量にはISO 536、破裂強さにはISO 2758、引張強さ
にはISO 1924-2、耐油性にはTAPPI T 559 があります。これらは試験機関と話し合うための方法であり、一律の合格基準や、仕上がった袋の性能の証明ではありません。

食品接触に関する根拠を想定用途に結び付ける

米国の食品接触用途では、関連する紙構成要素の規定は、§176.170における水性食品および脂肪性食品と、§176.180における特定の乾燥食品用途を区別しています。想定用途
を 21 CFR Part 176[1]と照合してください。材料名だけでは完成袋の適合性は確立されません。

提案構成および関連する紙、接着剤、インク、コーティング構成要素を対象とする文書を求めてください。食品が包装されているか露出しているか、湿気、油脂、熱が想定されるかを明記し
ます。この製品の食品接触適性は、裏付け文書と必要な試験がこれらの条件に一致するまで未検証です。

FDAは2024年2月28日に、食品接触用の紙および板紙に使われるPFAS含有耐油剤が、米国内でその用途向けに製造業者から販売されなくなったと発表しました。これは特定の
FDAの市場撤退発表[2]であり、この袋についてPFAS不使用を示す試験証明書ではありません。

https://www.ecfr.gov/current/title-21/chapter-I/subchapter-B/part-176
https://www.fda.gov/food/hfp-constituent-updates/fda-announces-pfas-used-grease-proofing-agents-food-packaging-no-longer-being-sold-us


注文に適した購買ルートはどれですか？ ↑
代替案は、目立つ価格だけでなく、デザインデータ、在庫リスク、用途に照らして比較してください。以下の調達ルートを検討し、ご注文に対する在庫状況と仕様を確認してください。

ルート 検討理由 主なトレードオフ 購入前の確認事項

無地クラフト袋に別添ラベル 印刷済み袋の在庫全体を入れ替えずにブランド表示を変更で
きる 追加の貼付作業とラベル位置の管理が必要 ラベル接着性、外観、組立時間

茶色クラフト紙へのシンプルな
ロゴ印刷

茶色い紙の外観を保ちながら、焦点を絞ったブランド表示が
できる

コントラストと細部は基材と印刷方式に左右
される

実寸印刷サンプル、セットアップ費、最小
数量

茶色クラフト紙へのより複雑な
グラフィック シンプルなロゴを超えるアートワークに対応できる 色と見当への要求がより高い 工程の実現可能性、校正ルート、紙固有の

結果
白紙の代替案 茶色の紙が色の要件を満たさない場合に比較する価値がある 要求製品のアイデンティティと外観が変わる 別見積もりと新規サンプル承認

バリア処理代替案 曝露が提案された未処理構成を超える場合に評価する価値が
ある 材料、試験、廃棄に関する検討事項が増える 曝露性能、構成要素文書、地域での受入れ

実際の要件を満たす最も簡単なルートを選んでください。紙、処理、構造の変更は異なる仕様を生み、価格比較に黙って置き換えるべきではありません。

比較可能な見積もりでは、寸法、坪量、ハンドル構造、アートワーク、数量、納入先を一定にしてください。セットアップ費または版代、サンプル、梱包、運賃と併せて単価を求めます。通
貨、引渡条件、見積有効期限、除外される関税または税金を特定してください。これらの境界がない低単価は、より低い納入総コストを示さない可能性があります。

需要を試す場合は、希望する試験数量と現実的な補充数量の価格を求めてください。サプライヤーの一般的な低MOQ広告がこの袋に適用されるとは考えないでください。最小数量がサイ
ズ別、デザイン別、印刷版別のどれで数えられるか、またアートワークを再変更する際に追加費用が発生するかを確認してください。

納品品質とリピート注文をどう保護しますか？ ↑
梱包を仕様の一部にしてください。輸送中の圧痕、しわ、湿気から袋をどのように配置・保護するかを確認します。空のサンプル袋から運賃を推定するのではなく、見積もりでカートン寸法、
梱包数量、出荷重量を確認してください。

日程では、サンプル承認、生産、輸送を分けてください。何を起点に生産期間が始まるのか、提示期間が暦日か営業日かを確認します。イベントの締切は予定出荷日だけでなく予想到着日で
評価し、輸送と通関の不確実性を見える状態に保つ必要があります。

受領時にはカートン状態を記録し、袋を店舗へ配布する前に代表サンプルを検査してください。貼り付き、開いた継ぎ目、印刷不良、ハンドル欠落を見つけた場合は、写真、数量、該当カー
トンまたはロット参照を保管します。オーダーメイド品に通常の小売返品ポリシーが適用されると想定せず、購入前に報告期限と救済手順を合意してください。

再注文では、承認済みサンプル、アートワーク改訂版、仕様書をまとめて保管してください。特に紙の色調、寸法、印刷外観、取付構造について、新しい納品物をこれらの参照物と比較しま
す。提案紙または工程が変わる場合は、代替品を承認する前に新たなサンプリングが必要かを判断してください。



注文前に最も重要なことは何ですか？ ↑
完全な仕様に基づいて購入する。 茶色クラフト紙とツイストハンドルは製品アイデンティティを定めますが、寸法、紙、印刷、取付詳細はなお合意が必要です。
適合性と持ち運び性能を一緒に検証する。 容量と適切な品目数量は、実寸、積載方法、サンプル検証に依存します。
表示上の主張は外観と分けて承認する。 再生材含有率、認証、食品接触適性、廃棄指示には、提案構成についての根拠が必要です。
単価だけでなく納入総コストを比較する。 セットアップ、サンプル、梱包、輸送を含め、最小発注数量と生産時期を見積書に明記します。

カリフォルニア州の対象店舗での会計時要件には、日付付きの再生材含有率基準が含まれます。 — 2028年1月1日から、対象となる再生紙製持ち帰り用袋には、少なくとも50%の
消費者使用後再生材を含める必要があります。CalRecycleは、製造業者、製造国、再生材含有率の表示要件も定めています（出典[3]).

このカリフォルニア州の規則は全国共通の仕様ではなく、この製品が適格である証拠でもありません。材料宣言の承認や廃棄表示の印刷前に、納入先と小売用途を該当要件に照合してくださ
い。

要件を比較可能な見積もりにまとめる ↑
有用な見積もりは、商品、アートワーク、納品ニーズを一つの明確な袋仕様に結び付けます。最も重要なのは不適合を防ぐ決定です。すなわち、実用的な適合性、試験済みの持ち運び性能、
承認済みの印刷外観、明確な受入条件です。

見積りを依頼する際は、梱包済み製品の寸法、想定する積載方法と重量、デザインデータ、必要数量、納品先、希望する到着日をお伝えください。

[1]米国の食品接触用紙規定：eCFR Part 176は、水性、脂肪性、特定の乾燥食品用途に関する規定を含む、紙および板紙の構成要素を扱います。これはこの製品を認証するもので
はありません。

↩

[2]FDA耐油剤に関する発表：引用された発表は、特定のPFAS含有耐油剤の市場撤退に関するものです。製品固有の組成と試験は、引き続き別個の証拠要件です。↩

[3]CalRecycle持ち帰り用袋要件：公式ページは、対象店舗、袋の表示、予定されている消費者使用後再生材含有率基準の要件を説明しています。注文への適用には、納入先と用途の
確認が必要です。↩

https://calrecycle.ca.gov/plastics/bagrequirements/
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